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■協会だより
■■人事異動等
　2025年10月31日付

　　退職　　研究所管理部　　　　　　　　　　池端　泰宏

■研究会等
●第32回農薬レギュラトリーサイエンス研究会

　テーマ：「�みどりの食料システム戦略を機会にこれから

の規制の科学を考える」

　日時：�2025年11月25日（火）12:45～19:15（情報交換

会含む）

　場所：北とぴあ　つつじホール（東京都北区王子1丁目11-1）

　内容：「�みどりの食料システム戦略・再評価における農

薬規制のその後」宇井　伸一（農林水産省�消

費・安全局農産安全管理課）

　　　　「�土壌くん蒸剤の効果を上げつつ使用量を低減す

る手法について」小原　裕三（農研機構）

　　　　「�農薬の有害性評価における定量的構造活性相関

（QSAR）の利用について」林　多恵（化学物

質評価研究機構）

　　　　「�グリホサートの安全性」原田　孝則（残留農薬

研究所）

　　　　「�PFASの正しい理解に向けて」唐木　英明（東京

大学）

　　　　�情報交換会

　参加費：講演会　正会員4,000円，非会員6,000円

　　　　　情報交換会　6,000円

　申込み：下記開催案内サイトでご確認ください。

� (https://pssj2.jp/committee/regulatory/�

� regula32.html)

� 【締切：11月17日（月）】

広　 　　　場 ●第28回農薬バイオサイエンス研究会シンポジウム

　日時：2025年11月28日（金）13:30～16:30

　場所：�近畿大学�農学部�新教室棟311教室（奈良県奈良市

中町3327-204）

　内容：「�植物ホルモン×土壌シグナルの同時最適化：作物

性能を上げる最前線」謝　肖男（宇都宮大学�バ

イオサイエンス教育研究センター）

　　　　「�植物のGH18キチナーゼ様XIPによる病原菌キシ

ラナーゼ阻害の分子機構」大沼　貴之（近畿大

学�農学部）

　　　　「�植物の香りを介した生物間相互作用を農業に展

開する」塩尻　かおり（龍谷大学�農学部）

　　　　「�“植物に寄生する病原菌”に寄生する菌寄生菌：

生物防除における三つ巴の戦い」飯田　祐一郎

(摂南大学�農学部）

　参加費：無料

　申込み：下記開催案内サイトでご確認ください。

� (https://pssj2.jp/committee/regulatory/�

� regula32.html)

� 【締切：11月26日（水）】

●令和7年度日本学術会議公開シンポジウム

　テーマ：「�今求められる水田の地力向上と病害虫･雑草防

除を考える」

　日時：2025年11月29日(土)　13:00～17:00

　場所：Zoomによるオンライン配信

　内容：「�水田の地力の特性とその情勢および課題」

　　　　　西田　瑞彦（東北大学�大学院農学研究科）

　　　　「�温暖化に伴い発生が拡大する病害に対する抵抗

性品種・育種素材の開発」溝淵　律子（農研機

構�作物研究部門）

　　　　「�イネカメムシ問題の顕在化と対策」石島　力

(農研機構�中日本農業研究センター）

　　　　「�イネの複合病虫害抵抗性機構の解明と強化」

　　　　　森　昌樹（農研機構�生物機能利用研究部門）

　　　　「�水稲乾田直播栽培における雑草防除の取り組み

と課題」赤坂　舞子（宇都宮大学�雑草管理教育

研究センター)
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■除草カタログ　公開中

 
 植調協会は Web サイト「除草カタログ」を公開しました。（https://joso-catalog.japr.or.jp/） 

除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごとに，有効とされた除草

剤の処理時期・処理方法や各種技術と組み合わせた防除体系など，防除に役立つ情報を分

かりやすくまとめて発信するとともに，全国各地で実践された問題雑草の防除レポートを

掲載して，ユーザーの皆様に情報共有していただく Web サイトです。 
問題雑草で困っている農家の方々や技術普及関係者の皆様に少しでも早くご活用いただ

きたいと考え，現時点では掲載草種数等が少ない状態ですが，試験運用を開始しています。

今後も掲載情報を充実させてまいりますので，ぜひご活用ください。 
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　　　　「�イネの安定生産に向けて農薬が果たす役割-持続

可能な害虫防除技術の開発-」坂本　えみ子（住

友化学株式会社�アグロ&ライフソリューション

研究所）

　参加費：無料

　参加申込み・問合せ：松本　宏

� (E-mail:hmatsu@biol.tsukuba.ac.jp）

� 【締切：11月22日（土）】

　詳細：下記開催案内サイトでご確認ください。

� (https://drive.google.com/file/d/1nyeYbPUk0VC�

� JyzzU5kpBHpoZ8LU3PBF7/view?usp=sharing)


